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要旨

貞享の改暦で知られた幕府天文方渋川春海は寛文 10（1670）年頃、安井算哲を名乗っていた 31
歳の時に天球儀に加えて地球儀も製作する試みを始めた。この時彼が実際に地球儀を完成できたか

否かは実物が未発見なためいまだに分からない。現存するのは、地球儀製作のための初期の素案と

して春海が描いたと筆者が判断する、地球球体の表面を縦（南北）方向に 4 分割した寛文 10 年の

舟形世界図の写真だけである。その中に記された多くの注記は従来、残された写真が不鮮明なため

に一部を除き判読困難だった。しかし、高解像度の写真が最近見つかったお陰で、筆者は 184 項目

の全文をほぼ完全に解読・復元し、春海が主に参考にしたとされるイエズス会宣教師の利瑪竇によ

る「坤輿万国全図」（1602 年）中の説明文とも対比させることができた。この復元データは、春海

が寛文 10 年当時に習得していた世界地理・地誌の知識と学問的交流関係、それに基づく初期の地

球儀の製作努力などを解明するための基礎資料として貴重である。また、その内容を検討した結果、

春海は我が国最初のそして当時最高の世界地理学者でもあったことが具体的に示された。

１．はじめに

渋川春海、あるいは安井算哲（1639–1715）は、元来は幕府の囲碁方、家元四家の一つであった

安井家の二代目である。周知のごとくこの二代目算哲は、中国の授時暦に基づいた我が国最初の改

暦事業を貞享元（1684) 年に成功に導き、頒暦としては貞享暦の名で翌年から施行された。以後、

春海は囲碁方を免ぜられて、代わりに新たに設立された初代の幕府天文方に就任し、家族と共に京

都から江戸に移住する。なお、春海が安井姓を本姓の渋川に改めたのはずっと後年の元禄 15（1702）
年だが、本稿では便宜上、その経歴の最初から渋川春海の呼び名に統一した。

春海の歴史上の最大功績はもちろん上記の貞享改暦であるが、天文学・暦学において他の多くの

業績と著作も残した。すなわち、代表作の『貞享暦』以外に、神武東征から貞享年間までの月朔干

支を計算で求めた『日本長暦』、中国伝統の天文占いを主体として編纂した『天文瓊統』などを著し、

李氏朝鮮の「天象列次分野之図」を元にした星図、「天象列次之図」と「天文分野之図」を出版した。

また、天球儀、地球儀を複数製作している。さらに、江戸の本所に幕府から下賜された天文台屋敷

では、渾天儀を用いて広範な恒星の位置観測を元禄年中に行い、古来の中国星座に加えて新たな
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61 星座を創設した。この成果は子息昔尹の名で元禄 12（1699）年に刊行された『天文成象』の星

図に反映されている 1）。以上から、渋川春海は、天文暦学を科学とした実践した我が国最初の近世

天文学者とみなすことができよう。

幕府天文方は、春海に始まり明治維新後に廃止されるまで 180 年余、全部で 8 家の天文方が興亡

した。中でも渋川天文方は春海から孫太郎敬典まで 12 代にわたり最後まで存続し、渋川家の御子孫

にあたる浅野家は春海以来の天文方関係史料を大切に守ってこられた唯一の旧家だった。その渋川

天文方資料約 270 点が 2020 年にすべて国会図書館に寄贈され、現在は準貴重書に指定されている 2）。

それらの中に、春海が地球儀を製作するために描いたと思われる、寛文 10（1670）年の年記と

安井算哲の銘を有する舟形の輪郭を持った世界図の焼付け写真 4 枚が含まれていた（表題がないた

め、本稿では仮に「寛文 10 年舟形世界図」と呼ぶことにする）。日本人がこの世界図の存在を初め

て知ったのは、後述するように、新見吉治がドイツで発見したことを報告した 1911 年であるが、

実はその 40 年近く以前に、あるドイツ人が欧文の学術雑誌に 1670 年のこの同じ世界図に関する論

文を既に発表していた。にもかかわらず、この世界図の写真はその後に撮影されたものも含めて、

しみ汚れと不十分な解像度のために多くの文字が読めそうで読めず、筆者の管見に入った限り、記

載内容を詳しく論じた日本人による研究は見当たらなかった。

一方、浅野家所蔵の写真では 3）、地図に記された 184 の全項目に相当する全文字数 3600 余りの

内の約 90 字（～ 3％）だけがまったく読めなかったが、筆者が他の写真資料で補った結果、ほぼ

全文を読むことが可能になった。それら記述の大半は、利瑪竇（Matteo Ricci）が 1602 年に刊行し

た「坤輿万国全図」から取られていたことは、古くから例えば、鮎沢信太郎が 1941 年 4）と 1948
年 5）の著書や、秋岡武次郎が 1962 年の論文 6）で予想していた通りだった。しかし、筆者の今回の

調査で、残り約 50 項目（その多くは地名）は「坤輿万国全図」以外の未知史料によったことを明

らかにできた。これら 184 項目の復元データは、春海が寛文 10 年当時に取得していた海外地理・

地誌の知識とその典拠、世界地理および通商貿易に関した春海の学問的交流関係、それらに基づく

初期の地球儀の製作過程などを解明するための基礎資料として重要と考えるので、本論文として発

表する次第である。

２．寛文 10 年舟形世界図の研究史と従来の知見

2.1．日本への最初の紹介とO. Heeren による研究
この舟形世界図を最初に日本に紹介したのは歴史学者の新見吉治である。1908 年から 4 年間ド

イツのライプチッヒ大学に留学、その際、同地のグラッシ（Grassi）民俗学博物館（Museum für 
Völkerkunde, Leipzig）で春海によるこの世界図を発見し、1911 年の『歴史地理』に発表した 7）。

ところが、上記の新見による発表よりかなり以前に、この世界図は O. Heeren という在日ドイツ人

によって既に報告されていた。この論文に最初に気づいた日本人が誰なのかは明らかではないが、

秋岡は割に早い時期に Heeren の論文に言及している 8）。

まず、O. Heeren という人物の素性から述べる。横浜開港資料館（横浜市中区）には、The 
Chronicle & Directory for China, Japan and the Philippines と題して、日本に滞在していた外国人リス

トの毎年の年鑑が所蔵される 9）。その明治 6（1873）年版には、Heeren, O., 30 Foreign Concession
（外国人居留地 30 番）, Yedo とあり、1874 年版には Heeren. O., acting Peruvian consul, Yedo と書

かれていた。それ以外の年には名前は見当たらないから、Heeren は少なくとも 1873–4 年の 2 年間、

江戸（東京）に居住しており、ペルーの領事を務めていたらしい。そして 2.3 節で述べるように、

春海作の舟形世界図を入手、複製図を作ると共にその論文を 1873 年に発表した。

発表先は学術誌、Mittheilungen der Deutschen Gesellschaft für Natur-und Völkerkunde Ostasiens（『東
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アジアの自然・民族学ドイツ協会報告』）で、版元は横浜の出版社 Japan Mail だった。論文タイト

ルは Eine japanische Erdkugel. Übersetzung der auf der Erdkugel Befindlichen Bemerkungen（日

本の地球儀。その地球儀上に書かれた注記の翻訳）とあり、4 枚一組の舟形世界図の口絵写真と、

地図中に記載された文言の全てについて No.1 ～ 184 の番号をつけたドイツ語訳を載せていた 10）。

この学術誌発行の母体だった組織は現在もオーアーゲー・ドイツ東洋文化研究協会（OAG: 
German East-Asiatic Society, Tokyo）として活動している（東京都港区赤坂、ドイツ文化会館内）。

集録 JAPAN, A Cartographic Vision（1994）に E. Friese（1940–2004）が執筆した論文によれば 11）、

この協会は東アジアの歴史と文化、地理と自然を研究する目的で学者、外交官、貿易商人らによっ

て 1873 年 3 月に日本で創立された。毎月交互に横浜と江戸で会員の研究集会を催し、その成果を

上記の Mittheilungen として出版した 12）。1873 年に Otto Heeren（イニシアルでない実名を記して

いる）が、購入した日本製地球儀について報告したことも Friese は触れている 13）。

この時の報告が、春海が実際に完成させた地球儀に関する話だったか否かは、その実物が未発見

なためいまだに不明である。そのため、現存する舟形世界図は、春海がこの完成品の地球儀を元に

表面を舟形世界図に描いたものという見方もあるいは成り立つかもしれない。しかし、2.4 節の最

後に再度述べる理由などから、Heeren が入手したのは実物の地球儀ではなく、春海が地球儀製作

を意図して描いた初期の素朴な舟形原案図だったと筆者は判断している。よって以下では、筆者の

この見解を前提に議論を進めてゆく。

発見者の新見によれば 14）、淡彩をほどこした絹地 4 枚に A、B、C、D と表記された世界図で、地

球球体を地軸に沿って縦（南北）に四分割した表面を、南北に尖った紡錘形、いわゆる舟形（ゴア、

gore とも言う）の平面図として示していた（図 1、2 を参照）。各舟形は赤道部分で横に連結する。

その寸法は赤道線の長さが約 42cm、子午線長が 83cmだそうで、後者が前者のちょうど 2倍だから、

春海が直径約 53cm（＝ 83 × 2 ／π）の地球儀製作を意図して舟形を描いたことは確実である。

各枚の下部（南極部分）に A、B、C、D と記すだけでなく、地図中の地名や説明に全部で 184 個

のアラビア数字の項目番号を与えているので、この図が春海の自筆であるはずはなく、その複製図

であることは言うまでもない 15）。読者を混乱させないよう、本稿の以下では、春海自身が描いた図

を「春海舟形原図」、Heeren による図を「Heeren 複製図」と、必要に応じて区別して呼ぶことにする。

春海舟形原図中の地名と説明の文は様々な位置と向きに記されていたから、Heeren は通常の文章

のように片端から順に翻訳することは不可能だった。そのため彼は論文執筆に際して、ドイツ人読

者を対象に春海原図中の各記述に番号を付け、それらドイツ語訳に対する索引として複製図を制作

したことが分かる。この複製図に関しては、原図中の日本文の解読・翻訳と図の作成を助けた日本

人の協力者がいたに違いない――以下に述べる高解像度の写真では、日本文の筆跡は毛筆だがアラ

ビア数字や地形の輪郭はペン書きに見える。また、写真を拡大すると絹地の糸状繊維も認められる。

2.2．その後の研究史
新見による紹介 16）と Heeren の論文 17）以後、何人かの研究者が春海の舟形世界図について言及

している。例えば、鮎沢信太郎（1941 年、1948 年）、秋岡武次郎（1988 年）、海野一隆（2006 年）、

宇都宮陽二朗（2018 年）らである。

鮎沢（1941 年）18）では新見の発見を紹介した上で、「彼（春海）の手になる世界図はライプチッ

ヒ市グラン
マ マ

ツ博物館の所蔵」、「地図中に注記せらる文章はほとんど利瑪竇の世界図と同一」と述べ

ているのみで、1948 年の著書 19）もほぼ同じ文章である。

また、秋岡武次郎（1988 年）20）も彼の 1962 年論文 21）の内容の単なる再録であり、その内容は鮎

沢の論旨をほぼ繰り返したに過ぎない。
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海野（2006 年）22）の場合、春海舟形世界図の評価は本拙論の趣旨に近いが、わずか 1–2 頁の概説

であり具体的典拠は示していない。ベルリン国立図書館から入手した複製図の写真は Heeren 論文

同様に不鮮明だったこと、「春海のこの図については研究がなされていない状況」などと述べ、「原

図に直接記入された番号に対応するドイツ語翻訳」の部分は、Heeren 複製図を春海舟形原図と勘

違いしているように読める。

宇都宮による『地球儀学入門』（2018 年）は、欧米および日本の地球儀の歴史と地球儀の構造・

機能、製造法などを詳しい調査に基づき広範に扱った 400 頁を超える大著である。3.2 節として、

春海の最古の地球儀製作に 10 数頁をあてている 23）。上記の秋岡や海野の論文を要約し、Heeren
論文中に示された図の新見による写真を「現在では唯一の判読可能な写真地図」と述べて、地図中

の記載文のいくつかを説明した。以下それらを簡単に記す。

宇都宮が紹介しているのは、Heeren による注記項目のうち、No.152 と 168：夏至日動線と赤道、

No.155：諸方海路里数、No.184：春海による舟形図の跋文、アルファベット表記、カリフォルニアと

インド洋島々の名称などである。項目を系統的に取り上げたようには見えないから、これらは上記の

新見による写真で判読しやすいものを選んだのだろう。諸方海路里数と跋文ではそれら漢字の全文を

ほぼ正しく掲げているが、前者の典拠と数値の妥当性、後者の文の解釈には特に触れていない。

なお、宇都宮のまとめの文章で筆者が気になった箇所がある。Heeren 図中の注記の文言や内容

は、あるいは歴史に精通した者による後世の精巧な模作・贋作を疑わせる、と述べた部分である。

筆者はこの記述の真意をはかりかねるが、単なる誤解か、または、いわゆる “ 筆の滑り ” の類だっ

たと考えたい。なぜなら、筆者の研究ではそうした疑惑の証拠や根拠は見出せなかったからである。

以上、春海の舟形図に言及した過去の著書・論文を簡単に要約したが、それらに共通する論点は

基本的に、舟形世界図は全体として「坤輿万国全図」に従って作成されたという認識で、地図中に

記載された個々の項目まで十分に検討したようには見えない。

その大きな理由の一つは、Heeren 論文と新見論文との写真を比較すると、Heeren が複製舟形世

界図をグラッシ博物館に寄贈した後で生じたと思われる図中のシミ汚れが多数あり（Heeren 論文

中の写真にはシミ汚れはほとんどない）、既存の写真版の解像度もあまり良くなかったためと考え

られる――上に引用した著書・論文はいずれもこの点に触れている。従って、第 3 節に紹介する春

海舟形世界図中の注記の全文復元データは、歴史資料として意義あるものと私は信ずる。

Heeren と新見の論文以後の写真については、地理学者多田文男が昭和 4（1929）年に撮影して

いるし 24）、古地図研究家の中村拓も 1933 年にグラッシ博物館に依頼して大判写真を入手した 25）。

筆者は主に後者の写真を参考にして漸くほぼ完全な翻刻ができた。

なお、春海舟形世界図のその後に関しては、秋岡（1988 年）によれば 26）、戦後数年して広瀬秀

雄（後に東京天文台台長）がライプチッヒの博物館（当時は東独）を訪れた際、同世界図について

尋ねたが見当たらないという返事だったという 27）。

2.3．春海舟形世界図の来歴
ところで、1870 年代初頭の頃に来日した Heeren はいかにして春海舟形世界図を入手したのだろ

うか。その出所は推測に頼るしかないが、以下の議論から筆者は春海の子孫が所持していたと想像

する。明治維新後に幕府天文方は廃止されたため、渋川家などの各天文方は経済的に困窮し、旧幕

時代の資料を多数売却した 28）。1873–4 年頃に東京にいた Heeren は、売りに出た舟形世界図をた

またまみつけて買い求めたと思われる。そう推測する根拠を以下に示そう。

春海以後、第 9 代の渋川景佑（1787–1856 頃）までに渋川家天文方に伝わった蔵書の目録として、

景佑が整理編纂した『明時館図書目録』の細目が残されている 29）。それらの中で春海舟形原図に
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関係すると思われる、西土暦書之部（二）には『渾天儀説』5 冊、異邦暦書之部（三）には利瑪竇 
1 冊、萬國地名箋 1 部、万国地図之部には「地球截

せつ

図」10 枚、という記載があった。まず、利瑪竇

に関する冊子が見える。また、湯若望（Adam Schall von Bell、1592–1666）が 1645 年に『西洋新

法暦書』の一部として著した『渾天儀説』には天球と地球を 12 に分割した舟形天球・地球図が載っ

ている由で、春海の弟子だった仙台藩の遠藤盛俊（藤黄赤子）はこの方法を利用したとされる 30）。

よって、あるいは春海が舟形図を遠藤に教えたのかもしれないが、自身では地球儀に応用できな

かったらしい。特に「地球截図」の、10 枚という記載の具体的内容（地図の枚数か、文書も含む

のか）は不明だが、表題は地球を切り開いた図を意味すると思われるので、春海舟形世界図の原図

に関係した地図だったろうと筆者は推測する。

2.4．地球儀製作の困難さ
春海が後年、個別にまたは一対として作った天球儀と地球儀がいくつか知られている 31）。天球

儀も地球儀も外見は単なる球体だから、それらの作り方も似たようなものと思うかもしれないが、

実際には大きく異なる。まず天球儀は、中国で古代から測定された星座と星々（星宿）の天球座標

（宿度・去極度）を球面上にプロットすればよく、そのための天文観測装置、渾天儀の原理および

構造とほぼ同じである 32）。そのため、天文暦学者の春海は天球儀は恐らく容易に作ることができた。

他方、大地の形が球体であるという見方は、16 世紀末にイエズス会宣教師らが中国に渡来する

まで中国人の間では生まれなかった。地球・地球儀という言葉と説明とが書物に現われ、中国で大

地の球体説が受け入れられるのは、利瑪竇が 1602 年に出版した「坤輿万国全図」とその前後の著

作からである。よって、春海にとっても、地球・地球儀はまったく新しい大地の描像だった。

しかし、春海が「坤輿万国全図」を見たとしても、それを元に球体の表面に同じ世界図を描くの

は困難だったに違いない。なぜなら、「坤輿万国全図」は地球全体を横長の長円形、または卵型に

表現する、いわゆるアピアヌス図法と呼ばれる作図法を用いていた 33）。だが、こうした西洋の地

図投影法の概念も知識もなかった春海にとっては、たとえ天球儀舟形の作り方は知っていたとして

も、「坤輿万国全図」を例えば経度が 30 度間隔の 12 枚の舟形地図に正しく書き写すことはほとん

ど不可能だったことだろう。

その結果、見かけが平面図に近い、経度 90 度間隔の 4 枚の舟形図に、「坤輿万国全図」の地形を

おおよその目測で写し取ることで妥協せざるを得なかったと思われる 34）。そして、このような 4
分割の舟形図は当然ながら、それらを球面上に重なりや隙間なく滑らかに貼り付けることは出来な

かったはずである。つまり、少なくとも
4 4 4 4 4

寛文 10 年の舟形世界図からは、春海は地球儀を製作でき

なかったと筆者は推測する 35）。また、後世に春海が作った地球儀にも舟形図を利用した形跡は見

当たらない 36）。

もし春海が寛文 10 年に作った地球儀が実在して Heeren がそれを入手したのなら、上述の

Heeren 論文のタイトル “Eine japanische Erdkugel” から見て、ドイツ人読者のために、論文中にこ

の珍しい日本の地球儀の写真や寸法・構造の記述なども当然載せたはずだと筆者は考える――

Heeren の時代には写真術は既に普及していたから、写真を見せるのが地球儀の説明として最も自

然で効果的なやり方だったろう。だが実際には彼は、地球儀の寸法・構造などは全く述べなかった

し、写真も載せていない。その理由は、彼は地球儀の実物を手に入れた訳ではなかったからと筆者

は判断する。

３．寛文 10 年舟形世界図のデータ復元

2019 年に浅野家で寛文 10 年舟形世界図の写真を初めて見せられた時、図中のかなりの文字が読
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めそうに感じたため、御当主から画像ファイルをいただき図中説明文の翻刻文を作り始めた。その

途中で、明治大学図書館中村拓文庫の地図資料の中に、さらに解像度の良い写真と画像データが所

蔵されることを偶然知った 37）。両者を比較検討しながら読み進め、最終的に解読不能の文字が約

10 字の全文翻刻に到達できた。その結果を 3.2 節に示すが、本論文の主要目的はこの復元データを

報告することであると言ってよい。

3.1．舟形世界図翻刻文の構成
3.2 節に記す 184 個の項目番号（実際には No.64 は重複していた）は、Heeren が 1873 年論文の

世界図に付けたアラビア数字の番号に対応しており、この各番号の直後に Heeren 複製図中の翻刻

図１　舟形世界図A、Bの索引用地図

筆者が Heeren 複製図の写真を元にアラビア数字と地形の輪郭を描き直した。
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文を記した。例えば、「2. 夜又國」である。／（スラッシュ）は原文の改行、◆は判読不能の文字

を示す。また、これら各記載項目が舟形図中のどこに書かれているかを明示するために、3.2 節を

補助する索引用の地図として、筆者が Heeren 複製図の写真から描き直してほぼ同じ位置に同じ番

号をふった舟形図を図 1 と図 2 に与えておく。

各項目翻刻文の後の①には、宮城県立図書館、及び国立公文書館が所蔵しインターネットで公開

している「坤輿萬國全圖」版本（1602 年）の高解像度画像を元に 38）、春海が引用・参照したと思

われる部分を採録した。例えば、2. の「①夜又國」。②は、東北大学狩野文庫の写本世界図、及び

林原美術館が公開している坤輿萬國全圖屏風の画像データ 39）を参考にして、翻刻文原文と①とに

対応する文言を抽出した。例えば、2. の「②夜人國」。③のアルファベット表記は、Heeren 論文中

の地名の読みとドイツ語による説明の一部を主に記した。例えば、2. の「③ Yasha-koku (Das 
Land der Kobolde)」。［ ］括弧内の記述、および③におけるその他の記述は筆者による翻刻文への

図２　舟形世界図C、Dの索引用地図
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注記である。

3.2．舟形世界図の翻刻文
Ａ図．北アメリカ西岸、太平洋地域

1. 氷海　①氷海　②氷海　③ Eismeer
2. 夜又國　①夜又國　②夜人國　③ Yasha-koku (Das Land der Kobolde). アラスカの北西。

3. 此所寒凍極甚海水成／氷故五谷
ママ

［穀］ナシ大魚アリ其／肉ヲ食イ其油ヲ焼シ其／骨ヲ以房屋舟車

ヲ作ル ［夜又國の島の中に記載］　①此處寒凍極甚海水成氷／［中略］其地不生／五穀即以魚肉充餓

以魚／油點燈以魚骨造房屋舟車　②版本と同文　③ Heeren 文は紙幅の制約のため省略（以下同じ）。

4. 北極二十四度ノ地／者半年有日光／半年無日光 ［北極の大きい島に記載］

①此地北極者半年有／日光半年無日光［後略］　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

5. 亜泥俺峡　①亜泥俺峡　②亜泥俺峡　③ Ade-in-kio. ベーリング海か。

6. 直行北方者毎路二百五十里覚北極出高一度／南極入低一度南方亦同焉地之毎一度廣二百五十／

里則地之東西南北一週有九萬里實數也是南／北與東西數相同而不容異 ? 也夫地厚二万八千／

六百三十六里有奇也明朝人以三百六十歩爲一里而謂之／爲日本之里數則一度四十一里有奇地一週／

一萬五千里地厚四千七百七十二里有奇也　

①［「坤輿万国全図」世界図の周囲に記された利瑪竇の撰文と「總論横度里分」中に、南北・東西

の 1 度が 250 中国里、地球全周 90,000 里（＝ 250 × 360）及び地厚 28,636 里という記載あり。舟

形図原図の文はこれを参考にしたのか。］　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

7. 此地大擴野馬／山牛等多　①此地大擴故多生野馬／山牛等［後略］　②版本と同文　

③ Heeren 文省略。カナダ北西部、亜泥俺國の東。

8. 白呉尓　①白呉尓　②白呉尓・ベゴウル［振り仮名］　③ Haku-gno-dji. 亜泥俺國のすぐ東、カ

ナダ北西部、アラスカ辺。

9. 墨是可　①墨是可　②墨是可・カブルゴ［振り仮名］　③ Me-shi-ko (Mexico). メキシコシティ辺、

北回帰線のすぐ南。

10. 此所色鳥羽アリ輯爲／盡山水人物皆妙 ［墨是可の東に記載］

①墨是可地産各色鳥／羽人輯以爲盡山水人物皆妙　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

11. 得光得白　①得光得白　②得光得白・デハンデベ［振り仮名］　③ Toko-toku-haku. 墨是可の南、

海上の島々。

12. 亜奴波亜大　①亜奴波亜大　②亜奴波亜大・アヌビアダ［振り仮名］　③ Ato-ha-adai. 得光得

白の西の島々。

13. 日本與諸國商賣品物

南京所出ノ物白糸沙綾綸子縮面叚子等ノ／巻物書籍薬種染付皿茶碗花入墜朱曲輪ノ／類持来ル皆手

ノ吉物也　又日本ヨリ彼地ニ渡ス／物銅薬鎧水風呂／

福州所出ノ物毛氈水銀其外南京ニ同シ／

漳州所出ノ物平江條［＊1］白黒 ? 砂糖皿茶碗皆手ノ悪物也／

天川此地ニ南蠻人商賣ノ爲舩カ〃リ島ヲカリ住居ノ大明／所出ノ物ヲ買置日本ニ渡シ又南蠻ニモ渡

ス今日本ニ持来ル／物白糸紅糸白真糸沙綾綸子縮緬繻子［シュス］繻珍叚子平江／條等ノ巻物印子

［＊2］水銀◆［金ヘンに土か］丹光明朱唐土唐針染付ノ／皿茶碗毛氈黒白ノ木綿黒熊白熊赤熊鮫麝香

／山皈来［＊3］等ノ薬種砂糖蜜漬其外南蠻物天／竺物有之南蠻人ハ諸洲ニ往来シテ商賣スル／故ニ

他國物モ買来ル也　又日本ヨリ彼地ニ渡／ス物所帯ノ噐蒔繪ノ道具銅ノ類屏風畳／縫薄染物ノ小袖

／
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多加佐古北端タムツイト云所諸方商人多其地所／出ノ物ハ只鹿皮ノミ　又日本ヨリ渡ス物銅鉄薬／

鑵所帯ノ物／

呂宋國ノ内マンエイラ所出ノ物鹿皮蘇木白砂／水牛ノ角藤此地ノ城ヲ南蠻人奪ヒ取リ居レリ／其城

下ニ大明人商賣ノ為住ル故糸巻物アリ／

南蠻物毛織ノ類多　又日本ヨリ渡ス物所帯／ノ噐物蒔繪道具扇子帷子紙銅鉄薬鑵／

水風呂分鉞小麦粉食物類／

ハカシナ此地ニモ南蠻人居レリ持渡ルモノマンエ／イラニ同シ／

カ〃ヤン此所モマンエイラニ同シ／

ブル子ル所出ノ物龍脳白檀 又日本ヨリ渡ス／物銅鉄 
①なし　②なし　③ Heeren 文省略。

［＊1］ 平江條：室町時代の辞書に、平江府より出す帯とある。［＊2］ 印子：高品位の金またはその製品。

［＊3］ 山皈来は山帰来（サンキライ）のこと、ユリ科のつる性落葉灌木で、地下の根茎を漢方薬と

して用いた。

14. 此中間線為晝夜平分線乃平／分天下之中凡在線以上為北方／凡在線已下為南方其近線之／地以

月半為一季一年共有八季／有二春二夏二秋二冬其南北方／四季皆相反北方為春則南方為秋北／方為

夏則南方為冬殆因 ? 日輪照有／遠近故也／［No.15 への説明］

東京所出ノ物小黄糸北絹綾北絹ホラ綸子バ紬／肉桂縮砂欝金［ウコン］ 又日本ヨリ渡ス物銅鉄銭硫

／黄扇子唐笠所帯之噐薬鑵水風呂／

跤趾ヨリ所出ノ物黄糸北絹龍詰沙綾沈香川伽羅／金胡椒密［ママ］黒砂糖鮫 日本ヨリ渡ス物銅鉄

銭所／帯之噐薬鑵水風呂帷子木綿布子傘 ? 扇子／

占城所出ノ物伽羅鮫 日本物少シク渡ルト雖小國ナル故／商賣ウスシ／

カボチヤ所出ノ物鹿皮象牙水牛ノ角孔雀ノ尾犀／角梹［檳のあて字か］椰子大風 ? 子胡椒欝金［ウ

コン］漆 ? 鮫蝋蜜藤黒砂糖／ハンヤ／

シャムロ所出ノ物珊瑚樹麒麟血龍脳唐皮鹿皮象／牙藤柄 ? 鮫水牛ノ角蘓［ソ］木鉛錫佐羅紗木綿島
ママ

／ノ類日本ヨリ渡ス物屏風畳其外カボチヤニ同シ／

ハタン所出ノ物胡椒象牙鮫／

マルカ此地ニ南蠻人商賣ノ為舩カ〃リシテ住ル／

小島埼也此所ヨリ出ル物錫鮫内［肉］荳蔲［とうこう、ナツメグ］木綿／嶋
ママ

類／

ユハ所出ノ物阿仙薬木香アメントス紫檀ハ ? 芸 ? ／葡萄酒木綿嶋
ママ

類／

マロン所出ノ物丁子此國ニ阿蘭陀人與南蠻人／相共住シ城ヲ取ラント争ヒ年〃合戦スト也／

瓜哇國ノシヤカタラン此地三十里四方ヲ阿蘭陀人／切従ヘ城ヲ取テ居レリ諸國　買来リ又諸方／ニ

賣渡シ阿蘭陀人集湊也此地所出ノ商物／ナシ／

所出ノ物猩々皮羅紗ハアノラセイタヘルサイロロ／マスコラニヤビイトロ葡萄酒等［文頭の地名が

脱落か ?］
①なし　②なし　③ Heeren 文省略。

15. 赤道晝夜平線　①赤道晝夜平線　②赤道晝夜平線　③ Die rothe Linie, die Nacht und Tag gleich 
macht.
16. 無福島　①無福島　②無福島　③ Mu-fuku-shima (Die glücklose Insel). 赤道の南。

17. 此島無人物故／謂之無福島　①墨瓦蝋泥嘗過／此島見無人物／故謂之無福島　②版本と同文　

③ Heeren 文省略。

18. 無名嶋　①無名島　②無名島　③ Mu-mei-shima (Die namenlose Insel). 東南海の南西。
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19. 東南海　①東南海　②東南海　③ To-nang-kai (Östliches Süd Meer). チリの沖、太平洋。

20. 沙魚島　①沙魚島　②沙魚島　③ Sa-njo-shima (Sand-fisch Insel). 行香島の少し北東。

21. 行香島　①行香島　②行香島　③ Ko-ko-shima. 墨瓦蝋泥加の手形半島部分の北東。

22. 墨瓦蝋泥加　①墨瓦蝋泥加　②墨瓦蝋泥加　③ Me-nga-ro-de-ka (Land am Südpol). メガラニカ

23. 此南方地人至者／少故未審其人／物如何

①此南方／地人至／者少故未審其／人物何／如　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

Ｂ図．西ヨーロッパ、アフリカ西岸、及び北米メキシコ湾から南米

24. 臥蘭的亜　①臥蘭的亜大州　②臥蘭的亜大州・ゴランデア［振り仮名］　③ Ga-ra-to-a. スカン

ジナビアの北西、グリーンランドか。

25. ヒマルキヤ　①非馬祁亜　②非馬祁亜・ヒマルキア［振り仮名］　③ Hi-ma-ru-ki-ya. ノールウェ

イ辺の地名か。

26. ルカアニヤ　　①なし　②なし　③ Ru-ka-a-ni-ya.
27. ヱスカウシヤ　　①なし　②なし　③ E-su-ka-u-shi-ya (Schottland).
28. インゲレス　①諳厄利亜　②諳厄利亜・インギリア［振り仮名］　③ I-ng-ge-re-su (England).
29. イヘルニヤ　①喜百泥亜　②喜百泥亜・ヒヘルニア［振り仮名］　③ I-he-ru-ni-ya. アイルラン

ド辺。

30. 農地

①自農地至花地其方總名曰廿那托児熱然各國有本名／其人醇善異方人至其國者雅能厚待大約以皮為

裘以／魚為業其山内餘人平年相殺戦奪惟食蛇蟻蜘蛛等虫　②版本と同文　③ No-tchi (Britisch 
Nord America). 位置はラブラドル・ニューファンドランド辺。すぐ北に「湖」とあるが番号はなし。

31. 花地　農地ヨリ花地ニ至テ異方人／至其國ハ能厚待大約以／皮為衣魚為業蛇蟻／蜘蛛等ノ虫ヲ

食フ

① No.30 の①とほぼ同文　② No.30 の①とほぼ同文　③ Ka-tchi (Vereinigte Staaten). 位置はラブ

ラドル・ニューファンドランド辺。

32. フランサ　①拂郎察　②拂郎察・フランサ［振り仮名］　③ Fu-ra-n-za (Frankreich).
33. ヲランダ　①大泥亜　②大泥亜・ヲランダ［振り仮名］　③ O-la-n-da (Holland).
34. アレマニヤ　①入尓馬泥亜　②入尓馬泥亜・セルマニア［振り仮名］　③ A-le-ma-ni-ya 
(Deutschland). ドイツ。

35. 此海琥珀出ル金色為／上青光次之赤最下

①入尓馬泥海／出琥珀生石／上如石乳然／多在海濱金／色者為上藍／次之赤最下　②版本と同文　

③ Heeren 文省略、バルト海の辺。

36. イタリヤ　①意大理亜　②意大理亜・イタリア［振り仮名］　③ I-ta-li-ya(Italien).
37. ヱスパンニヤ　①以西把你亜　②以西把你亜・イスパニア［振り仮名］　③Es-pa-ni-ya (Spanien).
38. 此海有魚尺許／有大力若貼 ? 舩後／雖順風不能行

①此海有一種咽機那／魚長尺許周身皆／刺而有大力若貼／船後雖順風不能［以下略］　②版本とほ

ぼ同文。③ Heeren 文省略、地中海。

39. 福島　①福島　②福島・カナアリア［振り仮名］　③Fuku-shima, Die reichen Inseln (Canarischen 
Inseln?). カナリア諸島。

40. 鐵島是島毎
ママ

水泉惟一大樹／葉常不落日没有雲抱之日／出散樹根有一池雲降成水／人畜皆飲焉

①鐵島此島無水泉惟一大樹／葉恒不落毎日没即有雲抱／之日出即散上 ? 人于樹根跑／池雲降成水人

畜皆資焉　②版本と同文　③ Diese Insel heisst die Eisen Insel (Tetzu-shima)［以下略］. 福島の西。
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41. 此島二山一山／常出大火一常／出烟晝夜不／變

①此島有二山一山常出／大火一常出烟晝／夜不絶　②版本と同文　③Heeren文省略、シチリア島。

42. 七口入海其國常無／文五穀以一収百 ［ナイル川に沿って、エシットの右に記す］

①天下惟此江至大以七口入海其國／盡年無雲雨故國人精于天文［中略］ 故國人種之五穀一収百國稱

富饒　②版本とほぼ同文。③ No.113 を参照。Heeren 文省略。 
43. タンゼル　①なし　②なし　③ Ta-n-se-ru (Tanger).
44. アニリカ　①なし　②なし　③ A-ni-ri-ca (Algier?).
45. アルギン　①なし　②なし　③ A-ru-ni-n. 
46. 天下惟此山至高四時天晴無 / 風雲雨雪即有皆在半山下 ［亜大蝋山の説明文］

①天下惟此山至高四時天晴無風雲／雨雪即有皆在半／山下望之不見頂［以下略］　②版本と同文　

③ Heeren 文省略。

47. テスカマク　①なし　②なし　③ Te-su-ka-ma-ku (Tsadsee?).
48. ヘルツウ　①なし　②なし　③ He-ru-zu-u.
49. ゼ〃ク　①なし　②なし　③ Dse-dse-ngu.
50. ラヘイヤ　①なし　②なし　③ Ra-he-i-ya.
51. ヌウハ　①なし　②なし　③ Nu-u-va (Nubien!).
52. リイヘヤ　①なし　②なし　③ Ri-he-ya.
53. 此地虎豹獅子／禽獣之類甚多／有猫出汗極香 ［アフリカ中央部］

①利未亜最多虎豹／獅子禽獣之類有／有猫出汗極香以石拭／汗収香歐暹邏巴／多用之　②版本と同

文　③ Heeren 文省略。

54. マニコンゴ　①馬泥工哥　②馬泥工哥・マニコンゴ［ふり仮名］　③ Ma-ni-ko-n-ngo. アフリカ

西岸。

55. ホルモンタウリヨ　①なし　②なし　③ Ho-ru-mo-n-ta-u-ri-yo.
56. 此國人家ヲ不作地ヲ開／テ穴ヲ作リ居好人ニ肉／ヲ食フ但男ヲ食シテ女ヲハス毛／ヲ衣ニ織蘓

木多 ［南米・伯西児についての記載］

①伯西児此言蘇木此／國人不作房屋開地／為穴以居好食人肉但／食男不食女以鳥毛織／衣  ②版本

と同文　③ Heeren 文省略。

57. 坡巴牙那　①坡巴牙那　②坡巴牙那・パバヤアナ［ふり仮名］　③ Ha-va-nge-na, Ha-pa-a-na 
(Havanna?). コロンビア辺。

58. 此地金銀甚多　①チリの「此山多銀壙」に対応か？　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

59. 金加西蝋　①金加西蝋　②金加西蝋・カステラドウノ［ふり仮名］　③ Kin-ka-sei-ro. 坡巴牙那

のすぐ東。

60. 伯西児　①伯西児　②伯西児・バシイル［ふり仮名］　③ Haku-se-dji. ブラジル。

61. 金魚湖　①金魚湖　②金魚湖　③ Kin-gio-ko (Goldfischsee). アマゾンの水源。

62. 地不下雨自有／湿氣種 ? 數倍 ［チリの北、西岸］

①地不下雨自有湿氣◆種數倍　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

63. 白刺那大江　①白刺那大江　②白刺那大江　③ Haku-ra-na-tai-ko, Der grosse Busen von Haku-
ra-na (La Plata). ラプラタ河口。

64. 銀河　①銀河　②銀河　③ Gin-kawa (Silber Fluss). ラプラタ河口沖に記す。

64’.　此所人臥床褥ナシ結縄綱／ヲ作リ以木掛之其中ニ臥ス ［「銀河」の近くに記す］

①此處人臥無床褥但結縄為綱旁／高中窪两頭以木椿掛之傳 ? 臥［以下略］　②版本とほぼ同文　③

Heeren 文省略。No.64 は同番が 2 項目あり。
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65. 長人國　①巴大温 即長人國②巴大温・バタラン［ふり仮名］ 即長人國　③ Cho-nin-koku 
(Patagonien).
66. 其國人長八尺故ニ／長人國ト云男女各／面ニ色ヲ以テ畫為飾

①其國人長不過一丈男／女以各色畫面為飾　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

67. 其山嶺  ①其山嶺　②其山嶺　③ Kin-san minne. メガラニカの地。

68. 知里　①智里　②智里・チリ［振り仮名］　③ Chih-li.
69. 師峯　①師峯　②師峯　③ Shi-ho. メガラニカの地。

Ｃ図．ロシア、アラビア、インド

70. 此處潮水甚急天離／極冷而水不凝凍

①春海とほぼ同文［水不凝凍→水不及凝凍］　②版本と同文　③ Heeren 文省略。大茶答島・タサ

トウ［振り仮名］の東。

71. 加臥示勿　①加臥示勿　②加臥亦勿・カゴエヲ［振り仮名］　③ Ka-nga-eki-Fuzu. 臥蘭的亜大

州の東の島。

72. 其人夜遊晝隠剥鹿／皮為衣耳目鼻人ト同乄［シテ］／口在頂上

①春海とほぼ同文 ［オビ川の東あたり。］　②なし　③ Heeren 文省略。

73. 此國人長一尺許五歳ニ／シテ子ヲ生ム八歳ニシテ／老常鶴ニトラル〃／其人穴居／羊ニ乗ル

①矮人國／國人男女長止尺／餘五歳生子八歳而老／常為鶴 ? 鶏 ? 所食其人穴／居以避毎候夏三月出

／壊其卯云以羊為騎［バルカン半島のつけ根］　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

74. 山極高登此／者星 ? 覚大　①山極高登此／者星覚大　②なし　③ Heeren 文省略。

75. ルウシヤ　①魯西亜　②魯西亜・ルシア［振り仮名］　③ Ru-u-shi-ya (Russland).
76. 北髙海／不通大海

①北髙海／此水甚浩蕩／不通大海故［以下略、カスピ海か］　②版本と同文　③ Dieses nordliche 
hohe Meer steht in keiner Verbindung mit dem grossen Meere.
77. セイハ　①なし　②なし　③ Se-i-ha.
78. 星宿海　①星宿海［黄河の源流］　②版本と同じ　③ Sei-shiku-kai. Das Meer der Sternen-
Herberge (Aralsee?).
79. 崑崙山　①崑崙［星宿海の東］　②版本に同じ　③ Kon-ron-san. 『三才図会』地理 8 巻にあり。

80. 天竺　①［天竺はないが、ガンジス川上流に西天竺、デリーあたりに小天竺と記す。］　②版本

に同じ　③ Ten-djiku(Indien).
81. インテヤ　①印度厮當　②印度厮當・インテア［振り仮名］　③ I-n-t-ya (Theil von Indien).
82. ヘンカラ　①榜葛刺［ガンジス川下流］　②榜葛刺・ベンガラ［振り仮名］　③ He-n-ka-ra.
83. 三佛齊　①三佛齊［マレー半島］　②版本に同じ　③ San-butzu-sai. 
中村拓『御朱印船航海図』（1965 年）40）、パレンバン（マレー半島以西の地名）。

84. ヘクウ　①なし　②なし　③ He-ngu-u (Pegu)41)、ヘグウ、べぐう (Pegu)。
85. 東京　①なし［トンキン湾］　②版本に同じ　③ Ton-kin (Tongking).
86. 跤趾　①安南 舊交趾　②安南・キ ? アン［振り仮名］、舊交止　③ Ko-tchi (Cochinchina).
87. 占城　①占城　②占城・チャンハン［振り仮名］　③ Sen-djo (Saigon). チャンパ。

88. カホチヤ　①甘波牙　②カボチヤ　③ Ka-bo-chi-ya (Kambodja).
89. シャムロ　①暹羅　②暹羅・シャムロウ［振り仮名］　③ Sha-mu-ro (Siam).
90. マルカ　①満刺加　②なし　③ Ma-ru-ka (Malacca).
91. バタン　①なし　②なし　③ Ba-ta-n、バタン（マレー半島）。
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92. 有大鳥不能馳／足如馬行馳 ? 速 ?　①なし　②似た文言あれど確認できず。　③ Heeren 文省略。

93. サマタラ　①蘇門荅刺　②蘇門荅刺・スマンダラ［振り仮名］　

③ Sa-ma-ta-ra (Sumatra)、さまたら、池田侯「航海古図」による。

94. 此國有七王土産金子／象牙香品〃多

①此島古名大波巴那／周囲共四千里有七／王君之土産金子象／牙香品甚多　②版本と同文　③

Heeren 文省略。

95. ジャカタラ　①雅罷牙　②雅罷牙・ジャガタラ［振り仮名］　③ Dji-ya-nga-ta-ra.
96. 商舩極多金銀珠宝樟璋璨［サン］瑪瑙／犀角象牙木香等俱有

①商船極多其冨／饒金銀珠宝璋／璨［サン］瑪瑙犀角象／牙木香等俱有［ジャワ島の南］　②版本

と同文　③ Heeren 文省略。

97. ゴハ　①臥亜　②臥亜・ゴワ［振り仮名］　③ Go-ha (Goa). 多くの「朱印船航海図」に載る。

98. 此國王所マ〃アリテ言皆替リテ不／通諸國王継ナキ時ハ妻妹子ヲ／以テ親子トス宝石色〃アリ

五谷
ママ

［穀］／多香品〃出ル

①なし　②なし　③ Heeren 文省略。

99. イルカアニヤ　①なし　②なし　③ I-ru-ka-a-ni-ya.
100. ヘイシマ　①なし　②なし　③ Ke-i-shi-ma.
101. ハホウヒ　①なし　②なし　③ Ka-ho-u-hi.
102. ナタウリヤ　①なし　②なし　③ Na-ta-u-hi-ya (Anatolien).
103. 此國獅 ? 子龍蛇多シ

①なし　②なし　③ In diesem Lande giebt es viele Löwen, Drachen und Schlangen.
104. シシテヤ　①なし　②なし　③ Shi-yu-te-ya.
105. アラビヤ　①曷刺比亜　②曷刺比亜・アラヒヤ［振り仮名］　③ A-ra-bi-ya (Arabien).
106. 此所香出ル

①乳香産于此地其樹／甚小他處則無［以下略］　②版本と同文　③ Dieses Land-producirt 
wohlriechende Specereeien. 
107. エシツト　①なし　②エシツト　③ E-shi-zu-to (Egypten).
108. カヲカン　①なし　②なし　③ Ka-o-ka-n.
109. タンカリ　①なし　②党各哩・ダカリ［振り仮名］か ?　③ Ta-n-ka-li.
110. アベシン　①亜昆心域　②亜昆心域・アビシン［振り仮名］　

③ A-be-si-n (Abessinien).
111. ハルハリア　①なし　②なし　③ Ha-ru-ha-ri-ya.
112. 此地俱近日故國人身／盡熱 ? 黒不服衣裳／金銀象牙◆珀 ? ノ類多

①此地俱近日故／捲短土不産鐵／金銀象牙犀／角寶貝之類［赤道近く］　②版本と同文　③ Heeren
文省略。

113. 天下惟此江至大以／雲雨故國人精于天［地中海東端］

①天下惟此江至大以七口入海其國／盡年無雲雨故國人精于天文［以下略］ ［No.42 の文と似る。ナ

イル川に沿う。］　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

114. ケ ? リヤ　①なし　②なし　③ Ke-ri-ya (Malediven). No.114 ～ No.123 は皆インド南方の島嶼部。

115. フロナカ　①なし　②なし　③ Fu-ro-na-ka (Malediven).
116. カンサルス ?　①なし　②なし　③ Ka-n-sa-ru-su (Malediven).
117. マルン ?　①なし　②なし　③ Ma-ru-dji-va (Malediven).
118. イラテ　①なし　②なし　③ I-ra-de、いらて、「東洋諸国航海図」による。
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119. セイテイルマ？　①なし　②なし　③ Se-i-te-i-ru-man、せいているまん（マレー半島以西の

地名）。

120. アポ ? リヨス　①なし　②なし　③ A-bo-ri-yo-su.
121. ハシデチヤグ（or ガ）　①なし　②なし　③ Ba-shi-de-tchi-ya-nga、ばしゆでちやあが、「東洋

諸国航海図」による。

122. イララ（or テ）ロケヒリス　①なし　②なし　③ I-ra-de-ro-ke-bi-ri-su.
123. ロ（or サ）ヤラマレ　①なし　②なし　③ Sa-ya-de-ma-re、さやでまあれ、「東洋諸国航海図」

による。

124. サンロレンソ

①仙勞冷祖島 ［セン・ロレンソ島と読ませるらしい］ 一名麻打曷失葛　②仙勞冷祖島 一名麻打曷失

葛・マダカスカ［振り仮名］　③ Sa-n-lo-ren-zo (Madagascar?).
125. 西南海　①西南海　②西南海　③ Westliches Südmeer.
126. 鸚鵡地　①鸚鵡地　②鸚鵡地　③ O-mu-tchi (Papageienland).
127. 此地多有鸚鵡之鳥／故因名地　①同文　②同文　③ Heeren 文省略。

Ｄ図．中国、極東、太平洋

128. 此地半年晝半年／夜故以魚油點燈代／日

①此地北極者半年有／日光半年無日光故以／魚油點燈代日寒凍極／甚人難到此地［以下略］　②版

本と同文　③ Heeren 文省略、No.4 と一部同文。

129. 北海　①北海　②北海　③ Nordmeer.
130. 韃靼

①韃靼　②韃靼　③ Da-tan (Tartarei, es ist wohl die Mandschurei gemeint).
131. 此人以皮為衣不鞍／而 ? 騎番 ?［or 馬 ? 乗 ?］射人殺食／其肉 ［韃靼の東に記す］

①襪結子 / 此人髦首披皮為表不鞍／而騎善射遇人轍殺而生／食其肉［以下略］　②版本と同文　③

Heeren 文省略。

132. 地方甚廣東西種類不一大概／以盗為業無？［岳 ?］城郭無定居／駕 ?［焉 ?］房屋于車上移居 ［韃

靼のすぐ東に記す］

①韃靼地方甚廣自東海至西海皆是種類不一大／概習習非以盗為業無城郭無定居駕房屋／于車上以便

移居　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

133. 黄頭室韋

①黄頭室韋 ［野作の北側］　②版本に同じ　③O-ran-ka-i (Viellicht identisch mit Tarankai, Saghalien). 
134. ヲランカイ地多積雪人騎木而行／防坑 ? 捕貂［てん］ 為業衣魚皮 ［黄頭室韋の東］

①地多積雪騎木而行以／防坑 ? 捕貂為業衣魚皮　②版本と同文　③ Heeren 文省略。

135. 遼東　①遼東　②遼東　③ Rio-to.
136. 北京　①京師　②京師　③ Hok-king (Peking).
137. 恒山　①恒山　②恒山　③ Go-san.
138. 泰山　①泰山　②泰山　③ Tai-san.
139. 大清　①大明　②大明　③ Tai-sei (China).
140. 朝鮮　①朝鮮　②朝鮮　③ Cho-sen (Korea).
141. 多加佐古　①名前なし［台湾］　②東寧　③ Ta-ka-sa-ngo (Formosa).
142. 天川　①なし　②なし　③ Ten-sen (Macao?).
143. 福州　①福州　②福州　③ Fu-ku-shiu (Fukian).
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144. 南京　①南京　②南京　③ Nang-king.
145. 漳州　①なし　②なし　③ Sho-shiu.
146. 西湖　①なし　②なし　③ Sei-ko (Westlicher See).
147. 衡山　①衡山　②衡山　③ Ko-san.
148. 崋山　①なし　②なし　③ Ka-san (Blumen Berg).
149. 嵩山　①嵩山　②嵩山　③ Su-san (Hoher Berg).
150. 夷　①なし。［野作 ( エゾ ) は大陸側に記す］。　②版本と同じ［蝦夷］　③ Yeso (Insel Yezo).
151. 日本　①日本　②日本　③ Ni-pon (Japan).
152. 夏至日動線

①晝長線　②晝長線［北回帰線］　③ Die Bahn, die die Sonne im heissesten Sommer durchläuft.
153. 珊瑚樹島

①珊瑚樹島［すぐ西に珊瑚島、小笠原か］　②版本と同じ　③ San-go-dji-shima (Corallen Insel).
154. 此島珊瑚生水底

①此島珊瑚生水底色緑質／軟生白［舟］子以鐵網取之［以下略］　②版本と同じ　③ Heeren 文省略。

155. 日本長崎與諸方海路里數 但日本一里三十六町路

南京　三百里／福州　五百里／漳州　六百里／天川　八百里／多加佐古　五百里／

呂宋地　カ〃ヤン　七百四十里／　ハカシナ　九百里／　マンエイラ　九百七十里／

跤趾　千百五十里／東京　千三百里／占城　千三百里／カボチャ　千四百八十里／

マロク　千五百里／ブル子ル　千七百五十里／バタン　千七百六十里／

シヤムロ　千八百二十里／マルカ　二千五百里／ジャガタラン　二千五百里／

ゴハ　三千六百五十里／

インゲレス　一万一千七百里／ヲランダ　一万一千九百里

①なし　②なし　③ Heeren 文省略。

156. 琉球　①大琉球と小琉球　②版本と同じ　③ Riu-kiu.
157. 呂宋　①呂宋　②呂宋　③ Lo-so.
158. カ〃ヤン

①なし　②ハ〃ヤン［カガヤンの誤記か］　③ Ka-ka-ya-n、カカヤン、「東洋諸国航海図」に記す。

159. マンエイラ　①瑪泥兒訝か？　②マ子ラ　③ Ma-n-e-i-ra.
160. ハカシナ　①なし　②なし　③ Ha-ka-shi-na、はかしな、「東洋諸国航海図」に記す。

161. コホルテ　①なし　②なし　③ Ko-ho-ru-te.
162. 万里　①なし　②なし　③ Man-li.
163. チンチムタウ　①なし　②なし　③ Chi-n-chi-mu-ta-u、 チンナムタウ、『元和航海記』に記す。

164. 此地近日炎熱／多風雨　①なし　②なし　③ Heeren 文省略。

165. コウレ　①なし　②なし　③ Ko-u-re.
166. マノ　①なし　②なし　③ Ma-no.
167. 此地無五谷 ( 穀 ) 只出／沙姑未 ?［or 米 ?］樹其皮／生粉以為米

①馬路古地方／此地無五谷 ( 穀 ) 只出沙姑／未 ?［米 ?］樹其皮生粉以為米　②版本と同じ　③

Heeren 文省略。

168. 春秋分日動線

①赤道晝夜平線　②版本と同じ　③ Die Bahn, die die Sonne im Frühling und Herbst beschreibt.
169. 白人島　①白人島　②白人島　③ Ha-ku-djin-shima (Insel der weissen Männer).
170. 白峰　①白峰　②白峰　③ Haku-miné (der weisse Berg).



183科学史研究　62巻（2023）

171. 線毎十度分也［舟形地図の縁に沿って縦に記す］

①なし　②なし　③ Bemerkung über die Grad-Eintheilung; Sinn unklar.
172. 意紗勿尓

①意紗勿尓　②意紗勿尓・イサモル［振り仮名］　③ I-sha-futzu-dji.
173. 水島　①水島　②水島　③ Mizu-Shima (Wasser Insel).
174. 沙蝋門島　①沙蝋門島　②沙蝋門島・サラモン［振り仮名］　③ Sa-ro-mon-shima.
175. 巴布亜私　①巴布亜私　②巴布亜私・セイラ［振り仮名］42) ③ Ha-fu-a-su. 
176. 巴亜巴　①巴亜巴　②巴亜巴・ハアハ［振り仮名］　③ Ha-a-ha［No.276 は 176 の誤記］. 大
爪哇の東。

177. 此所海島甚多舩甚難行／其地出檀香丁香金銀蘇木／胡椒 ［巴亜巴の南に記す］

①此處海島甚多舩甚／難行其地出檀香丁／香金銀香安息香蘇／木胡椒　②此處海島甚多船甚／難行

其地出檀香丁／香金銀香安息香蘇／木胡椒片脳　③ Heeren 文省略。

178. ソ［or リ］ロル　①なし　②なし　③ So-ro-ru.
179. ジヤハ　①なし　②なし　③ Dji-ya-va (Java?).
180. 大爪哇　①大爪哇　②大爪哇・ジャワ［振り仮名］　③ Dai-ya-va (Gross Java).
181. 伯且　①伯且　②伯且・ハ ? トン［振り仮名］　③ Hak-sho (tan?).
182. 小爪哇　①小爪哇　②小爪哇・コシャワ［振り仮名］　③ Sho-ya-va (Klein Java).
183. 南海　①南海　②南海　③ Nan-kai (Südliches Meer). 小爪哇の南。

184. 天之高也可坐見之地之卑也不可行盡矣我／國之有徳萬國人来往于此因聞其俗従其説又／考三

才図繪圖書編等作地球萬國圖或言地／本方今圓之何我曰図書編云地輿圓形而仝為／一球予據之而已

寛文庚戌秋　　安井算哲謹記焉

①なし　②なし　③ Heeren 文省略。

上記のように、この節では春海の舟形世界図と、① 1602 年の「坤輿万国全図」、および②坤輿万

国全図屏風・写図の記載とを対比させた。ただし、「坤輿万国全図」以前に日本に伝わった欧州製

世界図に基づいて制作された世界図屏風、いわゆる南蛮屏風世界図 43) 等に書かれた記述とはまだ

十分に比較検討していない。

４．翻刻文の典拠などの検討

3.2 節に記した翻刻文の約 50 項目は、「坤輿万国全図」以外の未知史料から取られたと考えられ

るが、それらを追求することは本稿の研究範囲を超えるので今後の課題としたい。この節では、寛

文 10 年舟形世界図の全般について、宇都宮（2018 年）の叙述 44）などとなるべく重複しないよう

に心掛け、今まで筆者が気づいたこと、調べ得たことをいくつか述べるに留める。

4.1．『三才圖繪』と図書編』の世界図
まず寛文 10 年の年記がある No.184 の跋文から検討しよう 45）。筆者の解釈によるその読み下し

文を次に示す。「天之高也ドモ坐シテ之ヲ見ル可ク、地之卑也ドモ行キ盡スベカラズ。我國之有徳  
萬國ノ人此ニ來往ス。因ッテ其ノ俗ヲ聞キ其ノ説ニ従ヒ又考エ、「三才圖繪」「図書編」等地球萬國

圖ヲ作ル。或ハ言ウ地ハ本
モト

方今ハ圓、之何ゾ。我曰ク、「図書編」ニ云ウ、地輿ハ圓形ニテ仝
オナジ

ク一

球ヲ為スト。予之ニ據
ヨ

ル而
ノ ミ

巳。

寛文庚戌［1670 年］秋　安井算哲謹記蔫」。
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この跋文に春海が引用している『図書編』と『三才圖繪』は明代の類書（一種の百科事典）であ

る。『図書編』の著者は章璜（1527–1608）、1613 年、1623 年に刊行された。『三才圖繪』の方は、

王圻
き

（1530–1615）によって編纂され 1609 年に出版された全 106 巻。

これら両書には、東洋人にとって新奇な、西洋の影響を受けた世界図が掲載されていた。『三才

圖繪』が収録する世界図は「山海輿地全図」と題して、中国を中央に西はアフリカから東は南北ア

メリカまで一つの円形の中に描いた、いわば地球の概略図だった 46）。その大陸の形も舟形図や春

海が後に作った地球儀のものとは大きく異なるから、彼がこの「山海輿地全図」を参考にしたとは

思えない。

一方、『図書編』には、「輿地山海全図」という表題の、卵型の「坤輿万国全図」を簡略化した世

界図も掲載しているが 47）、加えて、「輿地図上」と「輿地図下」と題した、北極を中心とする円盤

状の北半球図（10 度毎の経緯度線を示した極投影図法、図 3）48）、および南半球図を載せていた―

―No.184 跋文の最後の部分はこの図のことを述べているのだろう。また、「坤輿万国全図」の左端

の上部と下部にも、形態も地形も「輿地図」にきわめてよく似た極投影の北半球図と南半球図が描

かれていたから、これらの図が、春海が球体の大地という概念をはじめて受容する助けになったと

思われる。

従って、天球儀・渾天儀には十分な知識のあった春海が、これら「輿地図」の説明文と「坤輿万国

全図」の両半球図を参考にして、自ら地球儀の製作に取り掛かったのではないかと筆者は想像する。

事実、「輿地図」の説明文中に、「問ウ天ハ圓地モ亦圓、子何ノ拠ル所ニ而之ヲ信ズル乎。・・・則チ

天ノ圓ナルニ拠リ以ッテ地ノ圓ナルヲ證ス不可ズ。故ニ吾曰ク惟
コレ

理ヲ信ズル而巳」という文言がある。

これは上記の「図書編ニ云ウ、地輿ハ圓形ニ而仝ク一球ヲ為スト。予之ニ據ル而巳」という春海の言

い回しとよく似ており、『図書編』が春海に与えた影響の傍証とみなせるのではなかろうか。

以上、No,184 の文章の考察から、春海は地球球体上に世界図を描くという考え方を『図書編』

から初めて学んだと筆者は推測した。そして、寛文 10 年舟形図中に記された、より詳しい世界地

理・地誌の知識は、少し後に主に「坤輿万国全図」から得たのだろうと考える。なお、後述の表 1
中に記された海外各地までの航路里数のデータは、『三才圖繪』、『図書編』および「坤輿万国全図」

中の説明文にも見られないから、おそらく中国史料に基づくものではなさそうである。

4.2．海外各地の地理・風俗・物産の知識
3.2 節の翻刻文には、外国各地の自然、人種、風俗、物産品と貿易について論じた項目がいくつ

か見られる。これらの知識と情報を春海は、上記の中国書以外の何から得たのだろうか。

例えば、春海より約 10 歳年下の同時代人に、長崎の蘭通詞で天文・地理学者の西川如見（1648–
1724）がいた。彼の元禄 8（1695) 年の『華夷通商考』は我が国最初の刊行世界地誌書とされる。し

かしその記載内容は、元来は長崎の通詞仲間たちが職務遂行のため所持していた海外事情・貿易の

情報便覧のような私的文書が 1670 年以前から存在していて、その内容を如見がいわば勝手に出版

したものらしい 49）。このことは、如見と同時代の春海も長崎の蘭通詞・唐通事およびその関係者と

交流があり、彼らの業務用知識と資料が春海の重要な海外の情報源の一つだったことを示唆する。

なぜなら、朱印船貿易で活躍した豪商、角倉了以や茶屋四郎次郎は京都出身であり、春海も同じ

京都で早くから名が知られ、広い分野の知識人・学者と交際があった。そして、角倉家、茶屋家の

一族とその後裔は当然ながら、長崎の蘭通詞・唐通事らとも仕事上の深いつながりがあった。また、

彼らの間には、南蛮航海術や航海図、東南アジア貿易に通じた人々が鎖国後も春海の時代まで、長

崎や京都にはまだ残存していたからである。

実際、春海と如見による海外地誌の記載の仕方がよく似ており、その情報源が共通することを示
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唆する。『増補華夷通商考』には、最初に各地の外国地名を記し、ついでその海上道
みちのり

規の里数や方位、

地理と風俗、物産品、輸出入、などの順で書かれている。一方、寛文 10 年舟形世界図にはそれら

を要約した形で述べている（No.13, 14）――この要約は舟形地図上という限られたスペースのため

で、春海がこの当時持っていた海外地理・地誌の知識はもっとずっと広範かつ深いものだったこと

は想像に難くない。この意味で、春海は如見に先立つ日本人最初の近世世界地理学者とも言えよう。

4.3．長崎から海外各地への海路里数
ここでは、No.155 に列挙された外国各地までの航路里数を検討しよう。表題には「日本長崎と

諸方海路里数、但し日本一里三十六町路」とある。これは、『増補華夷通商考』の冒頭部分、「海上

道規ハ日本三十六町一里ノ積リ、・・・日本ノ一里ハ唐土ノ六里半ニ相當ル口傳ニアリ」に対応する。

ついで、南京から始まりヲランダまで、21 か所の里数が記載されている 50）。それらを表 1 に、『増

補華夷通商考』からの数値と並べてまとめてみた 51）。

21 か所のデータが全部対応するわけではないし、数値も同じものもあればかなり違うものもあ

る。これは、春海の舟形世界図と『増補華夷通商考』が引用した資料が異なるためだろう。徳川幕

府が 1639 年頃に鎖国体制を完成する以前は、南蛮人・紅毛人の貿易船、多くの中国からの唐船が

長崎に来航していたし、朱印船だけでも 17 世紀のはじめ約 30 年間で、中国、東南アジアの約 20
か所に全部で 350 隻以上が航行していた 52）。だから、同じ地点に対して、運航者や季節などによっ

図３　『図書編』巻 29、36 丁中の「輿地図上」赤道以北。
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て海上里数にある程度の違いが生じる方がむしろ自然である。そして、唐通事やオランダ語通詞に

とって、その輸出入貿易と通訳の業務のために、特に各地への航海日数、または海路里数は必須の

情報だったに違いない。

次に、長崎からの里数の数値自体を調べてみる。この里数には日本一里三十六町という但し書が

あるから、まずこの 1 里が現代と同じく距離約 3.93km に相当すると仮に想定した 53）。確認のため、

試みに長崎と海外各地の緯度・経度の差からその大圏距離を計算してみた。長崎から各地点まで船

で航行するのに、大きな半島や島嶼部を迂回する必要がある場合を除けば、大圏距離のキロ数と表

1 の航路里数から換算したキロ数は、帆船の時代にも大きくは違わないと期待される。ところが計

算結果は、多加佐古（台湾）では航路里数が大圏距離の 1.7 倍、マンエイラも 1.7 倍、東
トンキン

京は 1.9 倍、

ジャガタランでは 2.0 倍に達した（表 1 の第 3 列と 5 列の比）。これらの違いは常識的に判断して

あまりに大き過ぎる気がする。

そこで思案の末、この里は海里（nautical mile）の意味ではないかと思いついた。英国の E. 
Gunter（1581-1626）の提案による、緯度差 1 度の 60 分の 1 で定義された通常の 1 海里＝ 1.852km
で舟形図の里数をキロ数に換算したのが表 1 の最後列の数値である。4 か所の大圏距離と比べると、

今度は海里の方が系統的に 1-2 割小さいが現代の日本里よりはずっとよく合っている。

以上の議論から、上記の「海上道規ハ日本三十六町一里ノ積リ」という但し書は、春海はじめ当

時の日本人は、西欧では mile という距離の単位を陸上と海上とで使い分けていたことを知らず、

陸上の日本の里数と同じ距離だと誤解したことを示すと考えられる。

4.4．舟形世界図における海路里数の典拠の同定
4.3 節では、長崎から海外各地までの海路里数は船の運航者や季節によって違いうることを述べ

た。言い換えれば、海路里数の情報源はいくつも存在したことを意味する。それらの資料を探索す

るうちに藤田明良（2018 年）の論文を見つけた 54）。

藤田は、西洋製地図に基づいて近世初頭に制作された南蛮屏風世界図やその写図などで、地誌と

貿易情報も一緒に載せている世界図群を「貿易情報文付き旧世界図」と名付け、過去の研究と自己

の調査を元にして 13 点の史料の情報文を復刻して示した。それらにはどれも「日本長崎ヨリ異国

江渡海ノ湊口マデ舩路積、但三拾六町一里也」の前書きがあり、ついで各地までの航路里数が記さ

れている。それら地点名は 13 点の史料すべてについて春海の舟形世界図と同じく 21 か所の同名で

あり、1 個の明らかな誤写（マルカの 2500 里、正しくは 2050 里）を除けば、各地の航路里数は表

1 第 2 列の数値に完全に一致していた。

これはいったい何を意味するのだろうか。まず確実に言えることは、寛文 10 年舟形世界図の

No.155 と藤田による 13 点の地図に書かれた文言は同一の原本から抽出されたこと、すなわち、

No.155 の出典が同定できたということである。

しかも 13 点の地図の内、書写年代が比較的古いと推定される 5 点の情報文の末尾には、「此繪圖

寛永十四（1637）年丁丑八月於長崎書之。但 公方様江上り候下書」と記されていた。つまり、春

海の舟形世界図もが引用していたこれら「貿易情報文付き旧世界図」の原本は、恐らく長崎奉行が

日本人通訳に命じて南蛮・紅毛船、唐船、朱印船の関係者から各地への航路里数などの情報を集め、

幕府に提出した報告書の下書きだったことになる。従って、4.2 節で私が述べた、春海の里数情報

源は『増補華夷通商考』と同類のものだったろうという予想は正しくなかった。春海の場合、如見

らには手の届かなかった、より公式な資料を見ることが可能だったらしい。これはつまり、寛文

10 年当時、優れた天文暦学者として春海の学識が幕府関係者の間で既に高く評価されていたこと

の一つの証しとみなすこともできるだろう。



187科学史研究　62巻（2023）

4.5．外国地名カタカナ表記の起源
次に外国地名の表記法を検討してみる 55）。舟形世界図の地名の場合、漢字かカタカナ書きかの

どちらかである。「坤輿万国全図」から取った地名は当然漢字だが、カタカナだけの地名が 64 項目

あった。それらの内、「坤輿万国全図」には見つからない地名も少なくないが、その典拠の追及は

今後の研究課題としておきたい。

一方、舟形世界図ではカタカナ書きだが、対応する②の「坤輿万国全図」の写本図には（第 3 節）、

漢字にふり仮名されている地名もかなりの数あった。また、「貿易情報文付き旧世界図」でもほと

んど例外なく、地名の漢字にはひらがなかカタカナが振られていた。以上の事実から、地球儀製作

を念頭に描いた舟形世界図ではスペースの関係で春海は、両方の記載がある場合、漢字部分を省略

せざるを得なかったと憶測する。このことはまた、近代の世界地図では常識になっている、外国地

名をカタカナ書きする習慣は、存外春海の舟形図あたりに起源を発するのかもしれない。

4.6．舟形世界図のその他の特徴
最後に、春海舟形世界図の調査過程で上記以外に筆者が気づいたいくつかの点と特徴を順不同で

記してみよう。

表１　長崎から海外各地までの海路里数（No.155）

里数 大圏距離
km

海里
km地名 　舟形世界図 * km 華夷通商考

南京 300 1179 340 556 
福州 500 1965 550 927 
漳州 600 2358 630 1112 
天川 800 3144 900 1482 

多加佐古 500 1965 640 1200 927 
呂宋地 >800  

カカヤン 740 2908 なし 1371 
ハカシナ 900 3537 なし 1668 

マンエイラ 970 3812 800 1940 1797 
跤趾 1150 4127 1400 1946 
東京 1300 5109 1600 2690 2409 
占城 1300 5109 1700 2409 

カボチャ 1480 5816 1800 2742 
マロク 1500 5895 1500 2780 

ブル子ル 1750 6878 なし 3243 
バタン 1760 6917 1400 3261 

シャムロ 1820 7153 2400 3372 
マルカ 2500** 9825 >1700 4633 

ジャガタラン 2500 9825 3400 4920 4633 
ゴハ 3650 14345 3900 6763 

インゲレス 11700 45981 11700 21680 
ヲランダ 11900 46767 12900 22051 

(*) 航路里数は藤田明良（2018 年）54）の数値に完全に一致している。
オランダの場合、その里数の出所はオランダ東インド会社しかないだろうから、舟形世界
図と『増補華夷通商考』で異なるのはどちらかの誤写だろう。事実、藤田の数値と比べる
と『増補華夷通商考』中のヲランダの値 12900 は 11900 の誤写であることが分かる。
(**) 2500 は 2050 の単純誤写。
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まず、天文学関連の事項であるが、緯度差 1 度に対応する里数と地球全周について述べた No.6
の記事は、その①に注記した通り、「坤輿万国全図」を参考にした可能性が高い。緯度差 1 度が

250 中国里という関係と古代の玄奘による紀行文の研究などから、中国里 1 里は 420 ～ 440m に相

当するとされている（森鹿三、1940 年）56）。一方、No.6 に書かれた、明朝人は 360 歩を 1 里とした

という記述は、「歩」を左右両足の複歩と考えれば 1 中国里はやはりほぼ 420 ～ 440m に近いこと

が計算から了解できる。また、緯度差 1 度は日本の 41 里強に当たるとする文言は、6 中国里＝ 1
日本里という関係を用いて換算した数値だろう。

春海の夏至日動線（No.152）や春秋分日動線（No.168）という言葉の使い方は、天文学の観点

からは「坤輿万国全図」の表現より適切である。

No.171 は舟形地図の縁に沿って縦に「線毎十度分也」と書かれているが図には目盛はない。こ

れは多分、春海自筆の原図には緯度目盛が存在したが、Heeren が複製図を作成した際に省略した

か描き忘れたものと想像される。

終わりに、インド南方の赤道以南に記された島嶼部 No.114 ～ 123 について触れよう。「坤輿万

国全図」系の地図、および朱印船関係の史料と航海図にはマレー半島以西の地理情報はほとんどな

い――朱印船・唐船の貿易活動はマレー半島の東に限られていたからである。No.114 ～ 123 にも

注記したように、中村拓（1965 年）によれば 57）、「東洋諸国航海図」（東京国立博物館所蔵）など、

ごく限られた南蛮系海図にしか記載のない一群の島名があり、そのいくつかが舟形世界図中にも見

られる。とすれば、春海はそうした数少ない航海図類も参照できたらしく、大変興味深い。

５．まとめと議論

以上に述べた本論文の内容と結論をまずまとめておく。春海が寛文 10 年に描いた舟形世界図に

関する新出の高解像度写真から、そこに記された 184 項目の文を初めて全文翻刻した。各項目につ

いて、利瑪竇による「坤輿万国全図」（1602 年）、その系統の屏風世界図と写図中の記述、および

舟形図の複製地図を作製した Heeren によるドイツ語訳の一部とを一覧表の形で対比させた（3.2
節）。舟形世界図の跋文から、春海は最初、『図書編』に触発されて舟形世界図と地球儀の製作を開

始した可能性を指摘した。舟形世界図に記された海外各地 21 か所までの海路里数は、長崎奉行が

幕府に提出した貿易地理文書の下書に書かれていた数値と完全に一致した。このことは、春海が当

時、そうして公的文書の閲覧が許されるような学問的評価、および人脈を既に有していたことを示

すものである。

従来からも一般論としては、春海は日本最初の地理学者の一人と見なされてきたが 58）、それは

主に地球儀を初めて複数製作したという事実によるのだろう。しかし、今回の新資料とその検討で、

寛文 10 年 31 歳の時点で春海は我が国最初のしかも当時最高の地理学者だったことが具体的に証明

されたと言えるのではないか。

春海は寛文 10 年以後も再度、「坤輿万国全図」等を元にした自筆とされる世界図屏風を描いてい

る。秋岡（1962 年）によれば 2 点が知られ、その記載内容と文字から秋岡は元禄頃の筆と推定し

た 59）。海野ほか（1979 年）に収録されたこの世界図屏風の大判図版 60）を見る限り、記された地名

の数は寛文 10 年舟形図より相当増えている（非漢字地名はひらがな書き）。これは、舟形図より時

代がかなり後で（海野ほかでは元禄 11 年頃の作と推定）、しかも屏風仕立てだからスペースの制約

はなく当然であるが、一方、舟形図に書かれていたような地誌的情報の記載はほとんど消えてい

た。その理由は、他人に観覧させるのが主目的の屏風世界図だったこと以外に、春海は元禄の時代

には基本的に天文暦学を専門とする科学者だったので、貿易・物産などの地誌的地理学よりも数理

地理学の方により関心が移ったためだろうと私は判断している。
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本論文のテーマである舟形世界図が描かれた寛文 10 年は、春海の生涯で多方面に最も実り多い

生産的な年だった 61）。幕府囲碁方を勤めるかたわら、銅製天球儀「渾天新図」を造り、3 月には「天

象列次之図」を刊行した。秋にはこの舟形世界図を描くと共に、松田順承と共著で『春秋杜暦考』

を出版しているし、渾天儀を製作して天文観測まで実施している。よって、寛文 10年は春海にとっ

て “ 奇蹟の年 ” と呼ぶにふさわしい。

最後に、寛文 10 年舟形世界図に関して今後の研究課題を述べる。まず、3.2 節中の記載で、「坤

輿万国全図」中に見つからなかった資料を探索することである。次に、春海と朱印船関係者、長崎

の蘭通詞・唐通事、世界地図の所持者などとの接点、及びそれらに関係する当時の史料と情報源を

解明することであろう。そのためには天文暦学を超えた広い分野からの追究が必要になろう。もし

それらが実現すれば、従来ほとんど研究されることのなかった世界地理学者としての春海の新たな

側面を明らかにできると期待される。

謝辞

寛文 10 年舟形世界図の焼付け写真を 2019 年 6 月に初めて見せて下さった、渋川家天文方の御子

孫、浅野珠枝さん・潤さん、および、明治大学図書館中村拓文庫に所蔵される同舟形図写真の高解

像度画像データを提供いただいた、同大学学術社会連携部部長（当時）故菊池亮一さんに深く感謝

したい。また、元原稿の不備と改良点を指摘いただいた 2名の匿名査読者の方にも御礼申し上げる。

文献と注

1） 渡辺敏夫 『近世日本天文学史（下）』恒星社厚生閣、1987 年、737 頁。

2） 国立国会図書館編 「準貴重書 天文方渋川家資料」『国立国会図書館月報』725 号（2021 年）、14–21 頁、14 頁、お

よび、浅野珠枝 「天文方渋川家関係資料の寄贈に際して」、同誌 17 頁。この寄贈資料には、従来の渋川家目録では

漏れていた、渋川敬直による『英文鑑』の原稿やこの世界図写真資料も含まれる。ここで、従来の目録とは、中

村士、伊藤節子、神田泰「浅野家所蔵「天文方渋川家文書」の調査（I）」『国立天文台報』第 1 巻第 4 号（1993 年）、

361–421 頁、401 頁のものを意味する。

3） この舟形世界図の写真が浅野家にいつから所蔵されたかは同家に尋ねても不明だった。写真のシミ汚れが新見吉

次撮影のものと同じなので、発見者の新見が浅野家に敬意を表して寄贈したと筆者は推測している。

4） 鮎沢信太郎『日本文化史上における利瑪竇の世界地図』日本大学新聞社、1941 年、24 頁。

5） 鮎沢信太郎『地理学史の研究』愛日書院、1948 年、116 頁。

6） 秋岡武次郎「坤輿萬國全図屏風総説――渋川春海描並に藤黄赤子描の世界図天文図屏風」『法政大学文学部紀要』

第 8 号（1962 年）、1–28 頁、1 頁。

7） 新見吉治 「口繪安井算哲の世界図の解説」『歴史地理』第 17 巻第 4 号（1911 年）、104–105 頁、104 頁。新見から

同誌に送られた手紙と写真を元に編集者が簡単な解説を付けた記事である。

8） 秋岡「坤輿萬國全図屏風総説」1 頁。

9） The Chronicle & Directory for China, Japan & the Philippines for the year 1873, p. 123, 及び for the year 1874, p. 155, 
List of Foreign Residents (Hong Kong: Daily Press).

10） O. Heeren, “Eine japanische Erdkugel. Übersetzung der auf der Erdkugel Befindlichen Bemerkungen,” 
Mittheilungen der Deutschen Gesellschaft für Natur-und Völkerkunde Ostasiens, Band 1, Heft 2 (Juli, 1873): 1–21, p. 9.

11） Eberhard Friese, “One hundred twenty years of the OAG: A society makes scholarly history,” in JAPAN, A 
Cartographic Vision, ed. Lutz Walter (Munich: Prestel, 1994), 9–11, p. 10.

12） この Mittheilungen 中の Heeren 複製図の写真は、鶏卵紙（albumen print）という保存性が悪い印画紙に焼き付

けた写真で、頁の紙に糊で貼り付けてある。そのため劣化に対する懸念からか、オーアーゲー図書館のものも現

在は閲覧停止になっている。ちなみに、米国の Johnson Reprint Corp. から Mittheilungen の復刻版が出ている。

13） この Otto という呼び名は Friese の記憶違いで、Oscar の方が正しい可能性が高い。なぜなら、同じ 1873–4 年

頃に、Otto と同一人物と思われるドイツ人外交官で Oscar Heeren という名前の外国人が日本にいたが、彼につい



190 渋川春海による寛文 10 年作の舟形世界図のデータ復元（中村）

ては国内外にいくつかの記録が残されているからである。それらの内、最も詳しく信頼に足る記述は、川崎晴朗

『築地外国人居留地――明治時代の東京にあった「外国」』雄松堂出版、2002 年、68 頁にある。本書によれば、

Oscar は明治のはじめに（年表の中で川崎は、1869 年 4 月頃横浜着と推定）ハンブルグから来日したドイツ人商

人で横浜の商社に勤務、その後江戸の築地に移った。築地の彼の居宅は日本人から「ヘーレン屋敷」と呼ばれた

大邸宅だった。築地滞在は 3 年半に及び、この間、日本ではスペインとペルーの領事を務めた。1874 年 1 月 20 日

フランス船でドイツに帰国し（川崎は The Japan Weekly Mail によるとするが、筆者は未確認）、後年ペルーに渡り

リマで死去した。

14） 新見「口繪安井算哲の世界図の解説」104 頁。

15） 日本画の世界では作品を模写するのに、原画に薄い絹布を重ねて透写することがよく行われた。Heeren 複製図

の場合も、彼が恐らく日本人に依頼して春海舟形原図の上に絹布を置き写し取らせたのだろうと筆者は想像する。

16） 新見「口繪安井算哲の世界図の解説」104 頁。

17） Heeren, “Eine japanische Erdkugel. Übersetzung der auf der Erdkugel Befindlichen Bemerkungen,” p. 9.
18） 鮎沢『日本文化史上における利瑪竇の世界地図』24 頁。

19） 鮎沢『地理学史の研究』116 頁。

20） 秋岡武次郎（遺著）、東海企画出版編『秋岡コレクション 世界古地図集成』中の第 I 部「世界古地図作成史」、

河出書房新社、1988 年、187 頁。

21） 秋岡「坤輿萬國全図屏風総説」1 頁。

22） 海野一隆『日本人の大地像――西洋地球説の受容をめぐって』大修館書店、2006 年、136 頁。

23） 宇都宮陽二朗『地球儀学入門』三重大学出版会、2018 年、162 頁。

24） 秋岡『秋岡コレクション 世界古地図集成』187 頁。秋岡が多田文男から写真を贈られたとしている。

25） 明治大学図書館中村拓文庫の帙入り焼付け写真資料、帙 VII(1)–142、画像ファイル番号：07-01-02-0142。中村拓

が 1933（昭和 8）年にロンドンからこの写真撮影をグラッシ民俗学博物館に依頼した際の、当時の同館長 Prof. 
Fritz Krause からの返信が中村拓文庫に残されていた。

26） 秋岡『秋岡コレクション 世界古地図集成』187 頁。

27） 新見がみつけた Heeren 複製図も、Heeren が購入したはずの春海舟形原図も、Heeren のドイツ帰国に際してラ

イプツィヒのグラッシ民俗学博物館に寄贈されたと思われるが、両者とも現在は行方不明である。筆者が同博物

館に問い合せたところ、同館内にあったオーアーゲー支部を後に閉鎖した時に、寄贈コレクションは各旧蔵者に

返還された可能性が最も高いという学芸員からの返事だった（2022 年 10 月 6 日筆者あて私信）。故に、明治大学

図書館中村拓文庫の Heeren 複製図は写真資料とはいえ貴重である。

28） 例えば、科学思想史学者として知られた狩野亨吉（1865–1942）は、学生時代に渋川家から麻田派天文学者の書

簡集『星学手簡』（2022 年に国の重要文化財に指定）などの天文方史料を 10 数点買取り（東京大学駒場図書館編『狩

野亨吉博士遺蔵文書仮目録』、2002 年）、これらを後に東京天文台に譲渡している（国立天文台図書室の貴重書

website）。
29） 大崎正次編『天文方関係史料』私家版、1971 年、100 頁。

30） 秋岡「坤輿萬國全図屏風総説」1 頁。

31） 一対として現存する春海製作の天球儀・地球儀には、春海が奉納し伊勢神宮徴古館に所蔵されるもの（天球儀

に元禄 3(1690) 年の刻字）、他の一対は春海の弟子だった谷秦山旧蔵のものがある。その地球儀には元禄 8（1695）
年の年記が見られ、現在は国立科学博物館に寄託されている。

32） 中村士『古代の星空を読み解く――キトラ古墳天文図とアジアの星図』東京大学出版会、2018 年、46 頁。

33） 例えば、三好唯義編『図説世界古地図コレクション』河出書房新社、1999 年、107 頁。また、古い本・論文で

はボルドーネ図法とも呼ぶ。ただし、政春尋志『地図投影法』朝倉書店、2011 年、38 頁によれば、「坤輿万国全図」

はアピアヌス図法を中央子午線から東西に遠く離れた部分まで拡張して描いたオルテリウスの世界図『世界の舞

台』（1570 年）と同じ図法を用いており、正確にはオルテリウス図法と呼ぶべきであるという。

34） 「坤輿万国全図」には地図の経緯度線と 1 度間隔の目盛が描かれているが、春海は舟形世界図を描くのにこれら

を利用しただろうか。その確認のため、「坤輿万国全図」から舟形図への正確な模写が最も容易と考えられる赤道

付近の地形を両者で比較してみた。まず、赤道上を南米大陸が横切る経度幅は、前者では 40 度近いのに対して、

春海舟形図ではわずか 4 度しかなかった。一方、アフリカ大陸の場合は、前者の幅が約 32 度なのに対して後者で



191科学史研究　62巻（2023）

は 46 度に達する。また、南方仮想大陸のメガラニカから突き出た大きな手形の半島北端は、「坤輿万国全図」で

は赤道から南に約 2 度だが、春海舟形図では 13 ～ 14 度も離れていた（元禄 3（1690）年に春海が作った地球儀で

は、この点は是正されている）。その他、南米の南半分の地形や日本の位置と大きさも両者で大きく異なる。以上

から春海は、舟形世界図を描くのに「坤輿万国全図」の経緯度線と目盛を参考にしたとは到底思えない。よって、

春海が舟形図を描いた当時の彼の主な関心は地球儀の製作と大陸地形ではなく、むしろ舟形図中に記載された 184
項目の地理・地誌情報の方にあったのだろうと筆者は想像する。

35） 春海舟形図について、秋岡「坤輿萬國全図屏風総説」1 頁は、筆者の推測と同様に、地球儀製作を意図した初期

の単なる素案だったとみなした。これに対して、宇都宮『地球儀学入門』162 頁は、春海は寛文 10 年に実際に地

球儀を製作し、それを入手した Heeren は講演会で、「地球儀を傍らに置き聴衆に提示した」とまで推測している。

しかし、その根拠は宇都宮の文を読む限り明らかではない。なお、渋川景佑による『明時館叢書』巻 3 中の「春

海年譜」に、「十年康戌作渾天儀圖天球地球」と記されているから、春海は寛文 10 年に、舟形図法以外の何らか

の方法で地球儀を完成できたのかもしれないが、実物が未発見のため確認できない。

36） 例えば、西城恵一「渋川春海作江戸時代地球儀とその復元模型製作」Bull. Natn. Sci. Mus., Tokyo Ser. E24.（2001）：
13–24, p. 13. 西城らは元禄 8（1695）年作の地球儀を詳細に調査計測し、博物館展示用のレプリカ地球儀を作った。

しかし、春海が舟形世界図を利用したという手掛かりは得ていない。

37） 明治大学図書館中村拓文庫焼付け写真資料。

38） 宮城県立図書館、https://eichi.library.pref.miyagi.jp/da/detail?data_id=041-70138-1 および、国立公文書館デジタル

アーカイブ、https://www.digital.archives.go.jp/DAS/pickup/view/category/categoryArchives/0200000000/0402000000/00
39） 東北大学狩野文庫、https://www.i-repository.net/contents/tohoku/kano/ezu/kon/kon.html および、林原美術館

（岡山藩主池田家に伝来したもの）、http://sumiyakenji.xsrv.jp/data/konyo-hayashibara-mus/#pgCV
40） この No.83 三佛齊は、中村拓 『御朱印船航海図』日本学術振興会、1965 年；原書房、1979 年の、アジア地名欄、

217 頁、539 頁（第 29 表）にある。

41） No. 84 のヘグウ、No.91 のバタン、No.93 のサマタラ、No.118 のイラテ、No.119 のセイテイルマ？、No.121
のハシデチヤグ (or ガ )、No.123 のロ (or サ ) ヤラマレ、No.158 のカ〃ヤン、No.160 のハカシナ、No.163 のチン

チムタウも中村『御朱印船航海図』539 頁にある。

42） 中村『御朱印船航海図』539 頁の「渾円天度合体之図」の中に、呂宋の南方、ニューギニア辺にせ
ママ

イラという地

名あり。西川如見『日本水土考』（元禄 13 年）の世界図ではセイロン島をセイラと記す。

43） 中村拓「南蛮屏風世界図の研究」『キリシタン研究』第 9 輯、吉川弘文館、1964 年、1–273 頁、1 頁。

44） 宇都宮『地球儀学入門』162 頁。

45） 宇都宮『地球儀学入門』162 頁は春海によるこの原漢文を示し、その一部を口語で要約しているが、舟形図作成

の動機の部分などには何ら言及していない。

46） 『三才圖繪（會）』地理 1 巻（国会図書館）。

47） 『図書編』巻 29、65–66 頁の「輿地山海全図」。ジョゼフ・ニーダム（吉田忠ほか訳）『中国の科学と文明』第 6
巻 、思索社、1991 年、106 頁の第 251 図に採録。

48） 『図書編』巻 29（国会図書館）、38 丁の「輿地圓図考」、および 36–37 丁の「輿地図上」と「輿地図下」。

49） 海野一隆「華夷通商考」日蘭学会編『洋学史事典』、雄松堂出版、1984 年、159 頁によれば、『華夷通商考』の

内容は、穎
え

川藤左衛門（唐通事）と西吉兵衛（蘭通詞）が寛文 9（1669）年に書いた『諸国土産書』とほぼ一致し

ていたので、他の通詞から如見へ非難の声が起こったらしい。そのため、この点を如見は宝永 5（1708）年の『増

補華夷通商考』の序文で弁明している。

50） 写真のこの部分（No.155）は読みやすく、宇都宮『地球儀学入門』162 頁も 2 字を除き全文を正しく翻刻した。

しかし、各里数の出典や数値の妥当性には何も触れていない。

51） 中村「南蛮屏風世界図の研究」表 7 の「外国航路里程表」で、『華夷通商考』と春海の舟形世界図など 9 種の出

典から引用して海外各地の里数をまとめている。しかし、関心の方向が本稿と違うためか、この「里」の単位は

何で、何 km に相当するか、出典毎に異なる里数の違いの原因、などは特に議論していない。

52） 永積洋子『朱印船』吉川弘文館、2001 年、49 頁。

53） 中村『御朱印船航海図』108 頁と第 6 表には、多くの文献から引用して日本の陸上緯度 1 度が何里に相当するか

の詳しい一覧表を掲げている。それらの値は時代と東西の地域とでそれぞれかなり異なる。



192 渋川春海による寛文 10 年作の舟形世界図のデータ復元（中村）

54） 藤田明良「貿易情報文付き旧世界図の諸本と情報文」『東京大学史料編纂所紀要』第 28 号 (2018 年）、62–100 頁、

62 頁。

55） 地名の表記と呼称は地理学では重要であるらしく、秋岡「坤輿萬國全図屏風総説」1 頁、宇都宮『地球儀学入門』

162 頁などでも一部言及している。

56） 森 鹿 三「 漢 唐 一 里 の 長 さ 」『 東 洋 史 研 究 』 第 5 巻 第 6 号（1940 年 ）、438–441 頁、438 頁。https://doi.
org/10.14989/145715  京都大学学術情報リポジトリ KURENAI: https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
bitstream/2433/145715/1/jor005_6_438.pdf

57） 中村『御朱印船航海図』216 頁。

58） 例えば、岡田俊裕「渋川春海」『日本地理学人物事典・近世編』原書房、2011 年、36 頁。

59） 秋岡「坤輿萬國全図屏風総説」1 頁。

60） 海野一隆、織田武雄、室賀信夫編『日本古地図大成、世界図編』講談社、1975 年、第 65 図と解説。

61） 和田光俊、林淳 「渋川春海年譜」『神道宗教』第 184・185 号（2002 年）、53–92 頁、55 頁。



193科学史研究　62巻（2023）

Data Reconstruction of the Gore-shaped Global Map 
Drawn by Astronomer Harumi Shibukawa in 1670 and His 

Early Knowledge of World Geography

Tsuko NAKAMURA

Harumi Shibukawa (1639-1715), the first Shogunal astronomer who succeeded in the Jokyo 
calendar reform of 1684, is well known for his various astronomical achievements. Among other 
things Shibukawa drew a gore-shaped global map in 1670 probably with intent to construct a 
terrestrial globe; it is unknown whether or not he could actually complete it. The map has long 
been regarded as a product based largely upon the Chinese world map Kunyu Wanguo Quantu 
(Earthly World Map) published in 1602 in Beijing by the Jesuit missionary Matteo Ricci. A German 
diplomat then in Japan published an article regarding this Shibukawa’s map as early as in 1873, 
including German translation of all the descriptions in it, and a Japanese historian discovered and 
photographed in 1911 a replica of the map made by the German diplomat, at a museum in Leipzig, 
Germany. Until now, however, due to poor resolution of the photographic prints, one could not 
read in detail the explanatory sentences abundantly written in the map.
　　In 2019 I happened to find out some new prints of the map with a high resolution and could 
decipher almost all the written characters in it. The primary purpose of this paper is to report all 
the reproduced sentences consisting of 184 items, and thereby to pursue Shibukawa’s new aspect 
as a geographer. 
　　This paper demonstrates that, contrary to the belief by the past researchers, Shibukawa took a 
considerable number of the above explanatory items from unknown materials other than Ricci’s 
map. Oversea city names written in the map suggest that he widely utilized geographical and trade 
books, documents, and information brought about by European and Chinese people. Analysis of 
the nautical distance list to major foreign ports given in the map, in particular, indicates that 
Shibukawa was allowed to refer to the official reports prepared by the Nagasaki magistrate for the 
Shogunal government. These facts show that he was not only the first eminent astronomer but also 
the most talented worldwide geographer of the pre-modern times in Japan. I hope that the 
materials reported in this paper will help encourage further investigations of Shibukawa’s forgotten 
greatness as a geographer. 


